
参加者からの意見・提案等

みくに地区まちづくり協議会令和5年度 さかい未来創造座談会

期日 令和5年9月7日 （木） 時間 19:00～20:00 場所 三国コミュニティセンター

参加者

三国地区／9人 …まちづくり協議会役員

坂井市／8人 …市長、副市長、教育長、総務部長、総合政策部長、建設部長、生活環境部長

市からの返答

Ｑ. 三国祭について。

・三国祭保存振興会が必死に協賛金を集めています。市補助を増額できませんか。

・市外者の利便性を考えてシャトルバスの運行を準備していますが、資金面で市の

援助をもっと増やせませんか。

・（三國神社の祭礼とはいえ）祭りの警備責任者が三国祭保存振興会というのはおか

しいのではないですか。

・三国祭の事務局が三国コミセンにあるのは、おかしいのではないですか。

Ｑ. まち協行事への職員参加について。

・まち協でいろんな活動をしていますが、市職員の参加が少ないように思います。

・地域活動に職員が関わりやすいように、地域貢献活動休暇を創設しては。

Ｑ. 防災対策について。

・避難場所となる学校の体育館に冷暖房が必要だと思います。物理的な環境が整っ

ていないと、助かるものも助からないと思います。

・災害時の職員の初動は。避難所開設時には、避難者を誘導するなど支持する人が

必要だし、配慮が必要な人などデリケートな対応も求められます。女性の考え方が

大事になるので、女性の視点で避難所運営を考えてほしいです。

Ｑ. 三国のいいものを展示しながら交流できる場所があるといいと思います。

Ａ. 三国祭については、昨年度もいろいろなご意見をいただきました。 これまでも支援を

拡充しており、今後も事務的にもしっかり意見交換しながら、相談させていただきたいと思

います。

Ａ. 職員も市民の一員であり、地元のまち協の活動等に積極的かつ自発的に関わっていける

ように、地区の行事を周知したいと思います。

Ａ. 市職員は、災害時の初動マニュアルに基づき、定められた場所に参集し、必要な体制で動

くことになります。 行政が機能するまで、また、命をつなぐ72時間を、市民の皆さんご自身

の力で生きていただかなければなりません。 日頃から、避難所開設訓練を行ったり、地域

の特性に応じた設置運営マニュアルを備えたり、住民主体で助け合える体制づくりをお願い

します。

Ａ. 現時点ではそうした施設の整備は困難ですが、地域の中で気運が高まる中で、今後検討し

ていきたいと思います。

（写真）


